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【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5021

甲賀市甲賀市 亀山市亀山市

となりまち　いが· こうか · かめやま

　馬子唄の中でも歴史
は古く、全国的にも親
しまれている『鈴鹿馬
子唄』の伝承と保存お
よび普及を図るため、
全国の民謡を愛する皆
さんに自慢ののどをご
披露いただきます。

【と　き】　６月 26日㈰
　一般の部予選：午前９時～　決勝：午後２時～
【ところ】　あいの土山文化ホール
　　　　　（甲賀市土山町北土山 2222番地２）
【ゲスト】　成世　昌平・Green2 ほか
【アクセス】
新名神高速道路「甲賀・土山 IC」から車で５分
【問い合わせ】
　あいの土山文化ホール
　☎ 0748-66-1602

清楚な花姿に出会いに
～亀山公園菖蒲園～

坂は照る照る 峠は曇る あいの土山雨が降る
～第20回鈴鹿馬子唄全国大会～

　亀山市の花“花しょ
うぶ ”。亀山公園の一
角にある菖蒲園は、敷
地面積が 4,000㎡と
県下最大級の広さを誇
り、６月上旬頃から
100 種類、2万株の花
しょうぶが咲き始めます。
　園内に設けられた細道を歩いたり、東

あず ま や

屋で一休
みしながら、濃い紫・薄紫・黄色・白など色鮮や
かに咲き誇る花しょうぶをゆっくりと楽しんでみ
ませんか。
【アクセス】
　東名阪自動車道「亀山 IC」より亀山方面へ約
10分
【問い合わせ】
　㈶亀山市地域社会振興会
　☎ 0595-83-1385

　

５
月
15
日
、
友
生
小
学
校
で
、
消
防

団
初
任
者
教
育
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
消
防
団
員
と
し
て
の
心

構
え
や
技
能
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
、
初
任
者
で
あ
る
団
員
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

６
つ
の
班
に
分
か
れ
、
午
前
中
、「
気

を
つ
け
」
や
「
休
め
」、
敬
礼
な
ど
、
基

本
的
な
動
作
の
訓
練
を
行
い
、
午
後
か

ら
は
実
際
に
消
火
に
使
う
ホ
ー
ス
を

使
っ
て
、
ホ
ー
ス
の
運
び
方
、
巻
か
れ

た
ホ
ー
ス
の
伸
ば
し
方
な
ど
、
消
火
に

必
要
な
作
業
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ス
は
重
く
、
長
さ
は
20 m
あ
り
ま

す
。
団
員
は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
教
官

の
説
明
を
聞
き
、
何
度
も
繰
り
返
し
訓

練
を
し
ま
し
た
。

　

１
日
の
終
わ
り
に
は
、
は
じ
め
に
比

べ
て
慣
れ
た
手
つ
き
で
ホ
ー
ス
を
取
り

扱
え
る
よ
う
に
な
り
、
訓
練
の
成
果
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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　１回目の練習となったこの日は、
参加者全員が自己紹介を行いまし
た。そして、「上を向いて歩こう」
など、式典開始・終了時の候補曲を練習しました。
　指揮者の淺井健吉さんによる熱意のこもった指導に
より、高音から低音までのさまざまな楽器の音が次第
にまとまり、繊細で迫力あるハーモニーとなりました。
　練習はあと８回行われ、本番に向けてより美しい合
奏をめざします。
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芭蕉祭 市民バンド練習
息の合った演奏で盛り上げます
　５月 13 日、上野西小
学校の多目的ホールで、
第 65 回芭蕉祭市民バン

ドの練習が行われました。
　芭蕉祭市民バンドは、10月 12 日に開催する芭蕉祭
の式典で演奏するために集まったバンドで、毎年式典
を華やかに彩っています。
　芭蕉祭市民合唱団と演奏する「芭蕉翁讃歌」「芭蕉」
「奥の細道」、芭蕉祭子ども合唱団と演奏する「芭蕉さん」
のほか２曲を合わせて、６曲を演奏します。

子育て支援教室 だっこ「救急法」
「いざ」というときのために

　また、赤ちゃんが
誤って物を飲み込み、
のどをつまらせたと
きの対処法として、
赤ちゃんの頭を下に
向け背中を強く押す方法も紹介しました。
　参加者たちは、人形を使ってそれぞれの方法を試し
てみて、力の加減や手順を覚えました。
　この教室では、今後、避難訓練やベビーサイン、ベビー
ヨガなどを予定しています。

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す 

　

広
告
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
掲
載
料
は
１
枠
（
縦
５
㎝

×
横
９
㎝
）
２
万
円
で
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
号
の
２
カ
月
前

か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
秘
書
広
報
課
（
☎
22
・

９
６
３
６
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
掲
載
の
広
告
に
つ
い
て
不
明
な 

　

点
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

総合サービスINAX

　５月９日、島ヶ原子育て支援センターで、１歳児ま
での赤ちゃんとその保護者を対象とした子育て支援教

室、だっこを開催し、20 組
の親子が参加しました。
　この教室は毎月１回開いて
いるもので、今回のテーマは
「救急法」でした。消防職員が、
赤ちゃんの意識がなくなり呼
吸が止まった場合の救急措置
として、心臓マッサージ法と
人工呼吸法を説明しました。


